
薬価維持特例の制度設計

時間

薬価

後発品上市後の先発品の価格は、
後発品の使用促進状況や価格水準
等により決まる

〔薬価維持の対象範囲〕
薬価改定時において、以下のいずれかの要件を満たす既収載品であって、当該医薬品の乖離率が薬
価基準収載全品目の加重平均乖離率を超えないもの

O 特許期間中の医薬品（後発品が薬価収載されていないもの）
O 再審査期間中の医薬品
O 保険医療上不可欠な医薬品

※ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ上は収載後15年以内としている
※ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ上はH19年薬価調査時の乖離率(6.9%)を超えないこととしている

②乖離率が加重
平均を超えた場合
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〔薬価維持特例の要件を満たさなくなった場合の薬価改定〕
薬価改定時において、当該医薬品の薬価と薬価維持特例を適用しなかった場合の薬価との差を累積し
て減額する。ただし、保険医療上不可欠な医薬品については通常改定とする。
※ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ上は、一度要件を外れたものは再び薬価維持されることはないものとしている

〔薬価維持特例の実施時期〕
平成22年度薬価制度改革により制度導入、平成24年度薬価改定時に初回の薬価維持特例を実施。
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